
忠岡町立忠岡中学校



話し合いの方向を捉えた司会
の発言として適切なものを選択
する。

忠岡中学校 国語 A

考えられる課題

●話し合いの目的や方向性・過
程を論理的に捉え、整理して対
応する力に課題がある。

正答率 本 校 ６３．２％
大阪府 ７２．３％
全 国 ７６．０％

これからの指導の方向性

読み取り中心の授業から「聞く」
「話す」力をつける取り組みを強
化する。その際、一方向からの
「話す・聞く」ではなく、相互の意
見をもとに結論を出したり、意見
の共通点と相違点を整理し、論
理的な視点を重視してまとめる
活動を行う。



ノートを基に標語から伝わってくる〈メッ
セージ〉と〈表現の工夫とその効果〉を書く。

正答率 本 校 ２６．３％
大阪府 ３８．９％
全 国 ４８．２％

考えられる課題

●条件に合わせて、４０～６０字程
度のまとまりのある文章を書くこと
に課題がある。

これからの指導の方向性

文学作品の鑑賞文を書いたり、友人
の作品の工夫している点や改良点
についてまとめたりすることで、分析
的な視点から文章を書く活動に取り
組む。

忠岡中学校 国語 B



変化の割合が２である１次関数の表を選ぶ
忠岡中学校 数学A

考えられる課題

●１次関数の変化の割
合の意味を正確に理解
していない。

正答率 本 校 ３３．３％

大阪府 ４２．５％

全 国 ４７．３％

これからの指導の方向性

・概念理解の要素が高い「関数」の単元における課題は、本校において単純計算の単
元と比較すると正答率に顕著な差がある。また、「表」「式」「グラフ」の3要素の関連性を
完全に理解できずに複合問題になると弱さを露呈している。

取り組みやすい例題を多く取り入れ、変化の割合を理解させる。さらに視覚的な教材提
示を多用して、生徒の関数における概念理解を促進する。



グラフの特徴を事象に即して解釈し結果を改善して問題を解
決する方法を説明することができる。

忠岡中学校 数学B

考えられる課題

●グラフを用いて説明することができない。

正答率 本 校 ２４．５％

大阪府 ２７．１％

全 国 ２９．９％

これからの指導の方向性

・「表」「式」「グラフ」を個々に理解している生徒は多くいるが、これらを“道具”として用いることができな
い。また、説明力を要する問題における無解答率の高さは顕著である。

・授業の中で、 「表」「式」「グラフ」 を結びつけ、活用する場面と実際に自分が得た知識を考え方として

説明する場面を設定する。単元ごとに小テストを実施し、自分の得た知識を活用して、考え方を説明す
る問題をチェックすることで、定着を確認する。



１１．家で1日どれくらいテレビ・ＤＶＤ・ビデオを見ているか。
１２．家で1日どれくらいテレビゲームなどをしているか。

忠岡中学校 生徒アンケート

〇１日に４時間以上、テレビなどを見る生徒
本校 ２５．２%
全国 １５．７%

〇１日に４時間以上、テレビゲームなどをする生徒
本校 ２１．９%
全国 １１．０%

これからの指導の方向性
○学校通信、学級通信、ＰＴＡ各委員会等を活用しての啓発活動
○生徒会による「生活改善キャンペーン」の通年での展開
○学校図書室の開館日を増やす。（月４回から月６回へ）

考えられる課題

●家庭での生活に、「学習習慣」
が含まれていないことが課題と考
える。



忠岡町重点目標にむけての分析及び今後の方向性

忠岡町重点目標

①授業内容がわかる
子どもをふやす

②授業で自分の考え
をまとめ説明や発表が
できる子どもをふやす

③家で計画的に学習す
る子どもたちを育てる

④読書に親しむ子ども
たちを育てる

⑤自分には良いところ
があると思う子どもた
ちを育てる

①勉強は好きと答えた生徒の割合は昨年度に比べて低下している。授業は分かると答えた生
徒の割合も昨年度よりも低くなっている。ひとりひとりにあった授業の展開（習熟度別授業）を工
夫をするとともに、生徒の意欲を高めるためＩＣＴの活用による資料提示などを積極的に行う。

②友達の前で自分の考えや意見を発表することが得意と答えた生徒の割合は国・府に比べて
高く、普段の授業で自分の考えを発表する機会さらに増やしながら、今後はまとまりのある意
見を発表する機会も多く作り、タブレットＰＣ等を活用して発表がしやすい工夫を継続する。

③家で計画を立てて勉強していると答えた生徒の割合は低くないが、与えられた課題以外では、
取組が乏しいようである。予習・復習する生徒の比率も低いので、その重要性を理解するよう
努め、保護者の協力も得ながら、宿題への取組も進めていく。

④１日あたりどれぐらい読書をしているかの質問に、「10分以下」と答えた生徒が６割以上もい

る。学校図書室、学級図書の整備を促進し、また、読書キャンペーンを行い生徒の読書への関
心を高めるとともに、小学校とも連携して、読書週間の定着を図りたい。

⑤自分には良いところがあると答えた生徒が6割近くいる。授業や行事、人間関係など色々なこ

とで今まで以上に達成感や自信を持たせたい。また、結果だけでなく努力した過程の大切さも
理解できるように本校の相互評価活動を継続したい。


